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サッチとは?
サッチ(植物残渣)は土壌中では主にリグニン・セルロース(ヘミセルロース)・糖類となっ
て存在しています。
一般的に高分子体であるリグニン、セルロース(ヘミセルロース)は 分解し難く、低分子体
である糖類は分解し易くなっています。

土壌中のサッチ分解剤の働き

・一般的なサッチ分解剤(微生物剤)
微生物を定着させるのが困難

(環境に影響されやすい)

微生物を定着させる

微生物が放出するセルラー
ゼによってサッチ層のセ
ルロースが分解される

微生物+各種栄養素を
土壌中に散布

・サッチ･リムーバー(セルラーゼ酵素剤)

セルラーゼ、ヘミセル
ラーゼの各種酵素群を
直接散布する

直接、サッチ層のセル
ロースを分解するので
環境に影響されにくい

上図のように、サッチ･リムーバーは微生物ではなく酵素そのものを散布する

ため、従来のサッチ分解剤のように散布のタイミングや他剤との混用などを

考慮する必要もなく、土壌中で安定した効果を発揮します。

糖類
(細菌・糸状菌)

セルロース・
ヘミセルロース
(放線菌・細菌)

リグニン
(担子菌)

分解過程

分解の過程は、各成分(糖類、セルロース、リグニン)

によって分解する微生物が変化する。

糖類：細菌、糸状菌

セルロース・ヘミセルロース：細菌、放線菌

リグニン：担子菌(キノコの仲間)

分解度
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